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 紫金 及 び朧 銀 は 我 國 固有 の着 色 合 金 に して,鎌 倉 時代,室 町 時 代,元 禧 時 代 等 ω に

於 て は特 に貴 人 の 武 具,茶 器 等 高 級 工藝 用 合金 と して尤 も賞玩 せ られ 今 日に 及 び すごる

もの な り.

 而 して紫 金 に あ りて は高 慣 な る金 を,又 朧 銀 に あ りて は 多分 の 銀 を夫 々含 有 せ るを

以 て其 の 利 用範 園 は 大 に限 定 せ られ,現 今 に於 て も專 ら高 慣 な る装 飾 品 の み に供 せ ら

れ た る に過 ぎす.當 所(3〕に於 て は銅 及 び銅 合金 の表 面 を紫金 化 或 は朧 銀 化 す る方 法 を

案 出 し,以 て共 の 材 質 を廉 慣 な ら しめ†こるを 以 て,軍 に美 術 品 の み に止 らす 普 く家具

共 の 他 の 日用 品 に も,之 が慮 用 を可 能 な らしめ ん とす ・

 紫 金  銅 に 約05%乃 至7%の 金 を含 布 せ しめtこ る混 晶 合 金 に して,化 學 的 着色

法 に 依 り其 の表 面 を 青黒 色 乃 至 紫 黒 色 に着 色 せ しめ た る もの な り・ 逼例赤銅 と書 いて居

 るが,銅 の事 をア カガ ネと呼び,金 を黄金 と書 く檬に銅 を赤 銅 と記'した例 もある榛だか ら紫金叉

 は紫銅 と書 くが適 當 と思ふ 而して金 を全 然含 まぎる揚合 を紫銅 と し,金を含む揚合 を紫金 と題

 別せば好都合な らん・尤 もアル ミニウム25%内 外或 は銅25%内 外 を含む金合 金 を紫金 と稔す る

 揚合 ある も之 は絵 り廣 く用 ひ られない合金で はあ り叉色 はそれ程 艮 くない,而 か も紫金 よ りも

 後 に知 られた もので あるか ら寧 ろ古 くか ら知 られ てゐ る紫金 の方 に此の名 を譲 りたい と思ふ・

 今 銅 に 金 を鍍 金 して其 の 熔融 せ ざ る程 度 に於 て高 温 熟 虜 理 を施 さ しむ る時 は鍍 金 暦

は銅 の 結 晶 の境 界 を縫 うて 内部 に横 散 し,篇 眞 第 一 圖 の 組 織 に掲 ぐるが 如 く,銅 の結

晶 の境 界 に沿 うて金 が銅 を混 晶 化 しつ ～あ るを示 せ り・更 に横 散 作 用進 行 せ ば銅0)表

面 は全 く金 銅 混 晶 と化 し,爲 翼 第 二 圖 の組 織 に於 て明 か な り.爲 眞 第三 圖 は鍍 金 層 が

  り 第 六回化學 研究所講演會報告(昭和九年十二 月京都に て開催)・

 2)Denzo, Uno;Korrosion u. Metallschutz 5(1929)121・

 3)臼 本特許106714號,106アIS號 ■'
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      第 一 圖              第 二 圖
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        第 三 圖    踊 下喉 散し・其の表面に混

           傘           晶を作 らしめたる試料の横断面

   冊   .。. _   ・ ・     を紫金着色液 にて着色 したるも
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       ; 蜘'鰍   。.    貯     作,熱 庭理温度及び時聞の適當
    馬 ㌦  ・ 倒' ・.   ド

                も 噂     なる選揮にあるも,之 等の詳細

           銅      ×50    は弦には之を省略せんとす.而

して銅の表面に金分約3乃 至5%存 在する場合最 も良好なる色調を與ふべ し・

 朧銀 は通例銀20乃 至40%を 含有する銅合金を化學的着色法に依 り,灰 色叉は

撒糖色に着色 した る合金な り・ 銀銅の割合より通例四分一と記し,倫 其の比を詳細に示す揚

 合は内四分一,外 四分一,銀 四分一等の名構もあれども玄玄には其の表面の色澤よU從來稽せら

 る明龍銀の字句を選び其の煩を避けんとす・今銅の表面に銀を鍍金するに其の組織は爲

眞第四圖に示 すが如 く,銀,銅 聞に何等の振散暦を見ざれ ども,之 を約700。Cに 加熱

する時は爲眞第五圃の如 く銅が鍍銀層下に幾分籏散せるを認めん.嘉 眞第六圖は研磨

の儘なれども稽高温に加熟せるを以て銅が鍍銀暦下に旗散合金せるを認め得べ し.爲

眞第七圖は腐蝕後倍率を高めて検鏡せる組織にして,銅 が銀の結晶の境界を縫 うて搬

散 し合金 しつSあ るを知1)得 ん.爲 眞第八岡は熟庭理に依 り,櫨 散合金せ しめたるも
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    第 四 圖           第 五 圖
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のを着色液にて塵理 し,更 に適當なる方法に依 り腐融 したるものに して,上 方の白色
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部は銀銅共晶合金師 ち朧銀化せる部分なり・更に銅の代 りに眞鍮を探 り,之 に銀鍍金

   第 十 圖    を施 して熱虞理をなしたる揚合は第九圖に示すが如 くに鍍銀暦

  と眞鍮面 との境界に銀黄銅の生成せるを認めん 朧銀の場合は

  銅叉は共の合金の表面に20乃 至25%の 銀を含有する共晶合金

  を生ぜ しむる様努むる時は着色敷果頗 る良好なbと 謂ふべし.

   伺本製作法の特長とする塵は疇造叉は加工の容易なる銅合金

  を適宜其の材料 として選揮 し得べく,叉 既製銅製品又は眞鍮製

  品等にも自由に之 を癒用 し得 る等の事なり・更に叉本法に依る

          時は同一製晶の或 る部分は金鍍金をなし,他 の或 る部分は銀鍍

金 をなし,叉 他の或 る部分はニッケル鍍金, クロム鍍金等を施 し,然 る後適當なる熱

塵理後着色する時は部分に依 り或は紫金 となり,或 は                            第 十一 圖

朧銀 とな り,或 は叉着色せ ざる筒慮等出來 し,恰 も象

蕨の如き趣を呈すべ し.爾 爲眞第十圃は本法に依bて

製作せられたる紫金に電蝕 に依1)銅 生地の書書を現は

したるものに して,叉 第十一圖は朧銀に金,銀,銅 等

を配合せる模楼を電蝕及び鍍金の交互操作に依 りて生

成せしめたるものにして印ち本製作法の慮用の一例なり・

 之を要するに新製作法に於ては安贋にして而か 鹸壽造或は加工の頗 る客易なる銅合

金並に飢製銅及び眞鍮製品等に自山に優雅なる紫金及び朧銀の着色面を現出せ しめ,

且つ各種各様の模様を比較的簡軍に描出せ しめ得 る等諸種の特徴を有せ り.

 終 りに臨み,京 都帝國大學理學部川合理學士の研究せられたる顯微鏡組織爲眞の一

部を木文中に引用せし事に封 し同君に厚 く感謝の意を表せんとす・

                        (第6回京都講演會に於て登表)
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